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静岡地学第 56号(1987)

匂揖醐雌留桶

兼 高靖之*

8月、進化論のふるさと、ガラパゴス を訪れる を得たので、現地で入手した文献を参

にして、 たまま、感じたままを るO

ガラパゴス ;ま、

13の 10 km2以上)と

数十の小島及 にっき

岩塊から成る O べて火山起

源の るO の 80%以

そ

はすべて るO 他

を

赤道

の

に降起しながら

られる。

によるとガ、ラノすゴfス をのせたナスカプレート に 7cn1 大」 の

火 る

り、ガラパゴス@ホット@スポットから しい島をつく

り に も

になってからもも も くり

している O こうし したり、

りし

ち

エクアド

ルや飛 び

20分ほど

るO ガラノマ
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アヤキルに向けて飛び、立って行った。毎日この l使が本土とつないでいる O 飛行場からパスに乗り、

5分位でこれも米軍が造った岸壁につく。ボートでサンタクルス号 (1500トン、乗客定員 90名)に

船する O この船はガラパゴスクルーズのために特別につくられた船で、北部の島を巡る 4日間コース、

南部の島をめぐる 5日間コース、両方をあわせた 8日間コースがあるが、我々が参加したのは 4日間

つーでズブ、点 λ

上船するとすぐ昼食をとり、その後でコースの日程説明があったの乗客の国に応じて、ドイツ

イタリア語、フランス語等にわかれて説明を受けた。日本語による説明はなく、英語の説明を

が訳した。いかなる動植物にも手をふれないこと、岩石、流木、骨、貝殻など自然の状態のも

のを移動させないこと、生き物を島へ持ちこんだり、島から持ち出したりしないこと、タバコの吸い

殻、フィルムの包装紙など、どんなゴミも島内に残さないことなど、書ききれないほどの注意を受け

た。これもガラパゴス諸島の自然保護のためには当然のことと思い、さすがは世界の、国立公園かだ

と感心しながら、これから上陸する島の様子を頭に浮かべた。いつの開にか船は出港し、ノースセイ

モア島へ向っていた。午後 3時に停船し上陸開始。乗客 90名を 4班に分け、 1班 Albatross(アホウ

ドリ)、 2班 Booby(カツオドリ)、 3班 Cormoraot(鵜)、 4班 Dolfin(イルカ)と名付けられた。

我々日本人は 2班でガイドがブーピーと呼ぶ。上陸の順序は l班、 2班、 3班、 4班のj績で、次の地

点、では 2班、 3班、 4班、 l班と111自に

で、ボートを浅瀬にのり上げではだし

にボートからびうつる O

には次の 2通りある o 1つは Wetlanding 

るO もう 1つは Drylandingで、

l ノースセイモア

この島は、アオアシカツオドリとグンカンドリの るO グンカンドリは 4、 5月が産卵期

なので、 8月にはひなは大きく育っており、今はアオアシカツオドリのひながかえる

は太陽を背に受けて、ひなのために日陰をつくり、自分は羽根をひろげて体温を

スとメスが交代し、ヱサを取りに千子く O その他にはエンピカモメもひ

て)/.:. 0 

している o 4 

かえしており、

はアシカ している O トカゲはノてッタをつかまえ

コースだが、

ガラパゴスヘピはトカゲに

しかみついている O 約 1kmほどの

。
た

この日の夜は 7時から船長主催のカクテノレパーティーがあり、

イドの映写があり、また各国語にわかれて説明をきいた。船はそのまま

の音で日がさめた。船はバルトロメ島に向け航海している O

は翌日のコースについてスラ

した。朝 5時にエンジン

2 バルトロメ島 (Drylanding， Wet landi盟g)

朝食後 8時に上陸開始。植物観察をしながら小さな火山に登る o Lava tubeが何本もみえる O

地点から歩道に沿って、アカブースとティキリアが生えている O アカブースの花は非常に小さく白

たない。昆虫がいないから花が小さいのか、花が小さいから昆虫が来ないのか、ニワトリと卵の関係

だとガイドが説明した。ティキリアは全体が灰色で (gray欄plant)、火山灰地に最初に生育しはじめる
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ので plonεerplantとも呼ばれる O 溶岩サボテンも溶岩の白地に生育している。空気中から水分をとる

ため、土中に水分がなくても十分に育つ。この火山の高さは海抜 109mで、頂上からはスリパン湾を

へだててサンチャゴ(サンサルパドノレ)島の火山が一望できる O 手前の二つの山は、もとはもっと遠

くにあったが、噴火のために溶岩流に押し流されてここまで来たという O バルトロメ島の東の端には

たくさんの Vo1canic coneが点在し、月面に似ているとガイドが説明した。 Lavatubε も多く、山の

斜面からは海底の火口もよくみえた。

ボートに乗り、ペリカンやアシカをみながら島の西部ヘ向う o 2つの火山の間を白い貝の砂が

つないでいる O 中央部はマングロープにおおわれ、砂浜では海水浴もできる O 水混は 220C。マングロー

プの中にはアシカの死体があった。腐った内臓の中にはビニール袋が入っていた。アシカは水中でふ

くらんだピニール袋をクラゲとまちがえて食べてしまうらしい。

昼食中に船は次の島へ航行した。

3 ヘノ

13 30 」一 る るO ウィ は

の さ き は まく :io には

シカ、 ら 大きく つ ンカンドリ

カ シカツ シカツ をつくり、マスクカツ

ドリ ン カモメ を ユている O そ カモメ、アカハシ ッタイ ョウ、

ブィン 、 ゴイ、 ラノミゴスノてト ども り まさしく るO

ウ ワ さ つ もや らかくて し:io イ メヌうましユ り、

べち る つ の 、ト がや らかく つ という O ん 「まさ と呂つ

メリカの を し いる 19 ガイド まじめ をしてい O この パナマから
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れてくる海流は 250Cと水温が高く、域分が少なし

ならない。また南米の海岸、南東から流れてくる

ペンギンは 180Cのクロムウェル海流の流れよる

るとすぐ船は動き出した。

も少ないので、海イグアナもあまり大きく

すぎるためペンギンは住めない。

になる O

から ちが海賊に扮し をまじえ

ち北へ

を千子い、 みん

な大笑いし 1'-0 

ヰ イサベラ

ガラパゴス

6つの楯状火山がくっつい

でさており、 5つは活動中と

えられている O 島の北の端

にある 6番目の火山エクアドルは、

(大部分が高さ 150m以下)があり、

るO

1 イサベラ島の王子均気温

こわれている o 2500以上の Volcanic cone 

は るo 6つの楯状火山と丙燐のブエ

ルナンデ、イナ火山とをあわせると、世界でも最も活動的な海洋火山の lつになる O ガラパゴス

い火山はこの島の北のはずれにある Wolf火山で高さ 1707mである O この島では 1911年から

13呂の噴火があり、 5回は CerroAzul、 3回は SierraNegr丘、 5回は Wolf火出からである O

船は朝食前にテグス入江に錨をおろした。 8時に下船開始。ボートで海岸線(火口壁)にそって

を観察した。ウニ、ヒトデ、アシカ、ペン

アナ、イワカモメ等が見られる O

テグス入江は古い火口の一部で、火

りたちには、やわらかい躍に自分たち

アオアシカツ ワカン、海イグ

るo 19世紀初頭の鯨取

て白い塗料で名前を書きつづけた。今でもはっきり読めるものが多い。入江の一番北には 60mのi峰を

へだてて、円形の塩湖のダーウィン湖がある O 入江の海面より 2~3m 高い。これも火口に水がたまっ

たもので、塩分は非常に濃く、岸には塩の結晶が自くへばりついている O

Alcedo、CerroAzul、Wolf、Darwinの各火山にはあわせて 6.000頭以上の象ガメがいる O それぞ

れの火山に異なった象ガメがいる O 陸イグアナは Wolf、Alcedo、Darwin火山にいる O その他、ユパ

ネウ、フラミンゴ、アザ、ラシなどが西海岸に、また人間が持ち込んだ、犬、猫、牛などは CerroAzul火

山に、野生のロパはイサベラ

11時から上陸し、ガラパゴスノスリをみながら、ダーウィン湖の火口壁上部につけられた Lava

tubeの上の歩道を北部の火山が見渡せる高地へ登る O 右から Darwin、Wolf、Ecuadarの各火山、そ

のず、っと左にはブエノレナンデ、ィナ島の楯状火山がイサベラ島の火山にまげない姿をみせている O

と、今流れ出たばかりのように火山の漬上から(と言っても頭上は雲にかくれて見えなかった

が)幾すじもの帯となって手前の海の中まで延々とつながっている O

このガラノすゴス はじめて汗をかいた。

28 



うになったため、泳ぐのに都合の良いように

はひらたくなり、海草と一緒に飲みこん

だ塩分をはき出す穴が鼻の中にできている O

時々鼻から塩分を出すが、沢山かたまってい

るものをてんでに出すので、からだのあちこちに円し

オス、黒いのがメス O 一匹のオスが 10匹位のメスをつれてハレムをつくっている O からがの伺が異い

の辻、太陽エネルギーの吸収に都合良く、ガラパゴスノスリから身を守る

われる O 日光の強さに応じて太陽とからだとの角度を変え体温を調節する O

ると聞いたが、たった一匹で泳いでいるのを他の，:r:o'-D 山口，，，-YL/<....O 

5 フェルナンディナ

に船は入江を出てブェルナンディナ

島エスピノサ岬の近くに停泊した。溶岩流が

沖合まで流れ出ているので船は島に近寄れな

い。上陸地点、までの長い距離をボートに乗っ

た。上陸地点、のまわりはほとんど海イグアナ

に場所をとられ、足場をよく見ながら踏まな

いように歩く O 海イグアナ を食べるよ

3 海イグアナ(フェルナンアイ

のように塩がへばりついている O 茶色のが

Ropy Lava 

ウのコ口ニーをさがした。

1m位の大きさになるという O

りのボートが迎えに

シカツオドワ

はえているマングロープのネ本

O
 

J
 、A

》

hvタぐれで、

きまわっ」、

と500mmの

コパネ

れこめ、今にも雨が!寄りそう

に飛び込むと他の鳥も

になった。沖では

に飛びこみ、それ

いうちにくりかえ いほども

イド トにく O 

次の日もガラパゴス

け に 10

っし、 γ ンタ

iアて)!C.

し、ノわしトラ

え

に若い〆」。 と

ンタクノレス

にIJ:つ

とはもと

ら

とつ り

るく

るO

し、 〉え

に

している O
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7 サンタクルス

ハシケをおり、パスに乗る O 未舗装の道路は一直線にのび¥島の中央高地を横切る o 1時間半ほど

で南の港町プエルトアヨラに着く O アカデミー湾をボートで渡りホテルに着く O ホテルは海水が奥深

く入りこんで、まるで竜宮城のようなっくりだったという O 今はエルニーニョ現象で干上がり、建物

キh わけ湖南の上ろ止なつでいれハ

サンタクルス島は、地質的には、島の大部分を占め沢山の Vo1canic coneのある若い部分と、化石

をはさんだ海底溶岩流が蜂起してできた北東部のせまい古い部分とに分けられる O こ

の古い部分がバルトラ島、セイモア島と同じものである O

島の南側の山間部は、乾期でもいつも霧がかかり、湿度が高く、植生にめぐまれている O

戦中にエクアドノレ、ヨーロッパ、米国から移民してきた人々によって、サトウキピ、コーヒー、バナ

ナ、パイナップル、パパイア、アボガ iヘ各種の野菜、ジャガイモ、タロイモ、牛、馬、ブ夕、ニワ

トリ、羊、ロパなど多くの動植物が持ちこまれ、現在も農耕、牧音が行われているが、

のも多くなり、在来種に大きな影響が出ている O 北部は砂陸上ナいア捕物払ノJ)'など 舶の県〉自縛パ

ロサントとサボテン で にはマングロ

からない。ダーウィン研究所では、

メは 1，500頭以上いると考え

ガメの卵を見つけて鮮化し、ら才しているカ人

化した動物 られない位の大きさになるま ている O 他の島の象ガメも している O

この島で

ブインチを除く)を

め、ガラパゴス

きる O

(コパネウと 5 ダーウィン@

ガラパ

1 イ

グア

るが、陵イグア

ン研究所でも、

を る

これが今回の旅行の唯一つの

陸イグアナは中南米にもいる O

つはい余出仁、サンタフエ

ロニーをつくり、乾燥し

について

るから、どの島でも海岸の岩場に行けば見つけることができ

も今回の上陸地点、では見ることはできなかった。またダーウィ

千グアナを見せてもらえなかっル O

いるのに対し、ガラパゴス陸イグアナは、

けいるものと他の島にいるものと 2種がある O 陸イグアナはコ

15~30 cm の所に 1~2m の穴を掘って生活しオスと

メスの穴は近くにある o 1[書物の宋し るO 皮膚についたダニをマネシツグミやブイン

チがっついているのが時々見られるという O

海イグアナは?つの亜種に分けられ、島ごとに大きさや色に違いがある O 海岸に棲み、海草を

とするイグアナは世界でもガラパゴスにしかいない。 10mの深さにもぐった記録もあるし、海底に 1

時間もとどまることができる O 天敵はサメとノスリで、同じエサを食べるサギやカニも競争相手とな

るO 夜は岩の上、草木の下でねむる O 低木に登ってねむるのもいる O
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2 象ガメ

ガラパゴス諸島が発見された当時は 14種別万頭はいたという O 現在サンタフェ島とブロレアナ

の 2種は完全に絶滅し、もう一議も多分絶滅しただろうと思われ、他の種も合計で l万 5千頭ほどに

減っている O 海賊、鯨取り、オットセイ狩り、漁師などに捕えられなくなった現在でも、卵は野生化

したヤギやロパに踏みつぶ、され、またブタに見つけられ食べられてしまうことが多い。また家畜もカ

メの食べる革を食べる O

山間部に棲んでいた象ガメは産卵のため低地におりてきたところを捕えられてしまったため、

はオスが多い。カメの繁殖能力は 50年以上も持続するといわれる O 人間が上陸するまでは天敵はいな

かったのだから、 10年に I度ぐらいの割で子ガメが育てば老いて死んで行く個体を埋め合わせるには

十分だ、ったという人もいる O 船上において、全くえさも水も与えないでも、衰えもみせず、体重も減

ることなく 14カ月もの間生きていた例もある O 象ガメ 1頭からはバター代りの油をとり、真水も1.1

f以上とれ、壊血病から乗組員を守ることができ、肉も船に積みこんだ時と一向に変らないとなれば、

ない時代の航海に、これほど有用なものはなかったろう O 象ガメは甲羅の形から鞍型とドー

ム型の 2つに大別する O 鞍型のカメ辻山地に棲み、ドーム型のカメは低湿地に棲む。鞍型のカメ

べられるサボテンは食べられないよう ι上へ上とのび、カメは食べようとしてどんどん首をの

こうして甲羅の形も高いところの葉を食べるのに都合良い形になったという O

ヰ 鞍製ゾウガメ

(サンタクルス島)

3 ダーウィンフィン

船酔いになやまされながらダーウィンがピ

を離れてかち 4年自の 1835年、 26

をガラノfゴス

じてく

ブインチ、いわゆる夕、ーウィンブインチで

なつっこく、プシユ@プシュと鳴きまねを

たに違いない。

ラノfゴス を

し

のは、故国イギリス

にわたるガラノfゴス

ものではないという彼の

、イグアナでも、象ガメでもなく、 13の謹に分化し

31 

ら鳥が好きだったダーウィンには、人

ぐに寄り集ってくる鳥たちは一番観察しやすかっ



に分けられる O この中にはマスクカツオドリの羽根のつ

ンのトゲ、や小

ブインチは食べ物によって 5つ13 

キツツキブインチの中にはサボてくる血を吸うものや、っき、け根をくちばし

一般に植物食のものはくちばしがものもいる Oとして使用するものなど、変った校

〉
O く、腸はくちばしくなるほど、大きく、

ようになっ頃、どこからか一種類の小鳥が移り

に適応して数を

してきしJ読物がある1つの

すことがでちは新ししっていたが、きくた。故郷の自

をに入りこみ)、いるし(Nicheのあいそして{告のきた。

ようになったりになった。またもとの島や{也の自の進化をしてふやし、その

かくして 1し)0もはや交配はしめ、つんでいたものとは、以前からカ宝、

ブインチカ34妻んようになった。ダブネ、セイモア、ノりレトラブインチに 10つの

もある Oでいない

られないロ:上躍地点で詰な動物@

ネズミとコウモリはいる

リストるガラパ

この表の他には、

また町生績も全くいない。

2 

ものはいない。
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スカレシア4 

キク科の植物とるOカヨク科のスカレシものに、しのようにブィン植物の

ある Oるでは 15mガラパゴスばないが、しえ

いていたので、キクの木スNiche に、そこには泳
A
山ちスカレシア

スカレシアの林が全部枯れてしまっても、次には

りには起らない。スでは、りもガラパ

れる O

り

カレシアが入りこみ大木へと進化し

えてこない。スカレシアし

終りに

ウィンダやっと自分の回でみることができた。にみていたガラパゴス中学時代から

これからガラしている O 我々

る人々の自にも同じように映ることを期待している O

32-

いだろうが、たものの 100分の lにも

ノfゴスを


